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■ 分科会委員（アドバイザー）

❶	ソニックブーム低減の設計技術
		�  低ソニックブーム設計技術を適用した無推力実証機を製

作し、母機となる航空機から実証機を離脱・落下させソ
ニックブーム騒音を計測する事で、国際民間航空機関で
議論されている地上エリア全域での低ブーム化を達成し
得る設計技術を実証する。

❷	極超音速領域エンジン技術
	� スクラムジェットエンジンの作動域の低速側への拡張等

を図り、地上設備で推力性能・設計手法を評価する。今
後、民間主導での有翼再使用型宇宙輸送システムのサブ
スケールの飛行実証に向けて、エンジン技術等のコア技
術の研究開発を進める。
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予算額 最大120億円程度

支援対象と
なる技術

▶
▶

超音速要素技術（低騒音機体設計技術）
極超音速要素技術（幅広い作動域を有するエンジン設計技術）

画像出典：JAXAホームページ
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本構想は、「より静か」で「より速く、より遠くへ」という次世代の航空輸送技術の実現
に向け、低騒音機体設計技術および幅広い作動域を有するエンジン設計技術の確立を目
指すものです。機体設計技術については、ソニックブーム低減技術を適用した試験機体
を用いる飛行実証により確認するとともに、試験データの提供等を通じて国際民間航空
機関（ICAO）の騒音基準策定への貢献を目指す計画です。また、エンジン設計技術につ
いては、離陸から極超音速まで作動する複合エンジン技術を地上試験で実証するととも
に、今後の飛行実証システム検討に向け、実証試験内容の立案を図る計画です。将来的
な社会実装を見据え、航空機関連団体・企業等との連携も意識しながら、研究開発を進
めていきます。

研究開発構想の詳細はこちらから

https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_

anshin/20221227_mext_4.pdf
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■ 研究開発課題
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ロバスト低ソニックブーム機体設計技術の飛行実証、
及び幅広い作動域を有するエンジン設計技術の地上実証
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陸域上空を超音速飛行した際に、ソニックブームが観測される地上エリア全域での低ブーム化を達成し得る設計技術と
して、巡航時の機体直下（オントラック）だけではなく、巡航時の機体側方（オフトラック）への伝播も含めたオントラッ
ク／オフトラック同時低ブーム化、及び巡航時だけではなく、加速上昇時も含めた条件（オフデザイン条件）での低ブー
ム化も含めたロバストな低ブーム設計技術を飛行実証し、国際騒音基準策定に貢献します。また、離陸から極超音速ま
で幅広い作動域を有するエンジン技術の獲得を目指して、離陸から飛行マッハ数３程度までをカバーするターボ・ラム
ジェットエンジンと、作動範囲を飛行マッハ数３程度まで低速側に拡張した極超音速飛行用のスクラムジェットエンジ
ンを組み合わせた、複合エンジンシステムの要素技術を地上実証します。

課題概要

概要図

超音速無人実証機飛行イメージ

極超音速用エンジンイメージ


